
※2022年度大会（帯広大会）の選手数から帯同審判数を算出

No 地区 団　体　名
男子

参加選手数

女子

参加選手数

男子派遣

審判割合

派遣

実数

女子派遣

審判割合

派遣

実数

1 サン・スポーツクラブ 0 2 0.000 0 0.240 0

2 ＡＬＬＥＳ体操クラブ 6 3 1.137 1 0.360 0

3 HOKUTO SPORT CLUB 0 0 0.000 0 0.000 0

4 登別ジュニア体操クラブ 4 2 0.758 1 0.240 0

5 蘭体操クラブ 3 4 0.568 1 0.480 1

6 苫小牧 苫小牧ジュニア体操クラブ 3 2 0.568 1 0.240 0

7 小樽 おたる体操ジュニアクラブ 2 6 0.379 0 0.720 1

8 NPO法人さっぽろ体操クラブ 0 0 0.000 0 0.000 0

9 レイズ体操クラブ 11 13 2.084 2 1.560 2

10 北広島ジュニア体操クラブ 4 5 0.758 1 0.600 1

11 北翔大学スポルクラブ 5 8 0.947 1 0.960 1

12 ジュンスポーツクラブ 8 11 1.516 1 1.320 1

13 札幌アルファ体操クラブ 4 4 0.758 1 0.480 1

14 あさひかわ体操クラブ 4 2 0.758 1 0.240 0

15 NPO法人旭川ＴＡＧスポーツクラブ 1 2 0.189 0 0.240 0

16 十勝 十勝ジュニア体操クラブ 5 6 0.947 1 0.720 1

17 北見 北見ジュニア体操クラブ 6 2 1.137 1 0.240 0

18 くしろ体操クラブ 7 7 1.326 1 0.840 1

19 すだjr.体操クラブ 0 2 0.000 0.240 0

20 シュピール体操クラブ釧路 3 3 0.568 1 0.360 0

21 オホーツクスポーツクラブ 5 0 0.947 1 0.000 0

22 はんざわ体操クラブ 14 16 2.653 2 1.920 2

95名 100名 18 18名 12 12名

北海道体操連盟　審判部

派遣審判割合

の計算式

男子　：　各クラブ出場選手数　÷　男子合計人数95名　×　必要審判数18名

女子　：　各クラブ出場選手数　÷　女子合計人数100名　×　必要審判数12名

・出場選手数が３名〜８名のクラブ　＝　帯同審判数１名

・上記方法で計算された審判割合から、単純に四捨五入で帯同審判数を算出すると、20名となり、２名多い。

・出場選手数が９名〜15名のクラブ　＝　帯同審判数２名　とする。

・上記方法で計算された審判割合から、単純に四捨五入で帯同審判数を算出すると、10名となり、２名少ない。

・出場選手数が４名以上13名未満　＝　帯同審判数１名　とする。

男子

女子

帯同審判数の調整について

2022年12月

北海道体操連盟審判部

2023年度　全道ジュニア各クラブの帯同審判員数（体操競技）

函館

室蘭
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札幌

旭川

釧路

網走

合　　計


